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丘 ア イ ソ ザ イ ム に よ る ヒ ノ キ の 系 統 分 離 法 に 関 す る 研 究

宮崎安貞 ・田島正啓

本研 究は、 昭和46年 度科学研 究費に よる試験研 究(課 題番号60019)の 分 担研究 と し

て行 なつた。研 究の 目的は、 ア イソザ イムが ヒノキの系統識 別 にどの よ うに役立つか を比較検

討す る ことに ある。

方 法

アイソザ イ ムに よる ヒノキ系統識別 の研 究方法 は、(1)ヒ ノ キ天然林やナ ンゴウ ヒを含む各地

方産 ヒノキ集団 に対す る個体別生育状 況の調査(2)力 枝 周辺 か らの針葉 の採取《3》針葉さ く汁の電

気泳動 によるパ ーオキ シダーゼ同位酵 素実験(4)カ ラー ・ス ライ ドへのさつ影(5)さ つ影 したア イ

ソザ イムのデ ン シツ ト・メーターに よるパ タ ーン読取9、 な どで ある。

活動状況お よび成果

本年度は熊本県阿蘇地万(8月25～29日)、 高知県 白髪 山(1972年2月1～6日)

の2ヵ 所か ら研究材料 の採集 を した。採取 した試料個体数 は、熊本 でナ ンゴウヒ4林 分100

ク ロ ーン、普通 ヒノキ5林 分75ク ローン、 ナンゴ ウヒ実生2林 分50ク ロ ーン計9集 団225

ク ロ ーンで あつ た。 高知系 ヒノキは 白髪山(海 抜1,470m)の 山 頂付近 に 自生す る天然 ヒノ

キ5集 団各50個 体 計150個 体 で ある。 これ らの12集 団375系 統 につ いてパ ーオキ シダ

ーゼ ・ア イソザ イムの染色実験 を した。

以 上 の研 究 は ひ き続 き継 続 進 行 中 であるが、い ままでに得 られ た成果 を概述 する と次の

よ うで ある。

(1)ヒ ノ キのパ ーオキ シダー ゼ ・アイソザ イムのパ ターンは環境条件 の影響 を受け に くく、

そ れは個体の もつ遺伝子 型に よ9つ よ く規定 されてい る。

(2)ヒ ノ キに見出されるパ ーオキ シダ ーゼ ・バ ン ドの種類はか なD多 くて、 いわゆる多型性

が 高い。 その程度はスギ とマ ツの中間 ぐらいで ある。

(3)天 然 ヒノキ集団の もつア イソザ イムの種類 の数は、 さ し木品種 ナンゴ ウヒのよ うなク ロ

ー ン ・コンプレツクス集団 よ9多 く
、 前者が変異の幅が広 い。

(4)ナ ン ゴウ ヒ集団はパ ターンを異にするい くつかの グル ープに分け られる見通 しがつ いた。
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